■地方独立行政法人大阪府立病院機構　第２期中期目標（素案）の概要
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大阪府健康医療部　保健医療室　医療対策課





第２期中期目標の考え方











◆第２期（平成２３～２７年度）中期目標（素案）


第１期の目標の達成状況、第２期に向けての課題を踏まえ検討


○収益を診療機能充実への投資に活用


○新たな府の政策医療課題に対応（府域の医療をリードする質の高い医療サービスを提供）


＜素案のポイント＞


【Point1】第１期で抑制していた施設や医療機器に対する投資を重点的に推進


【Point2】高度専門医療の充実を図るため、医師等の医療人材確保・育成の取り組みを強化


【Point３】感染症対策、救命救急医療の強化など、府の新たな政策医療課題へ対応


【Point４】プロパー化、非公務員化により「自律性・機動性の高い法人運営体制」を確立


【Point５】収益を診療機能の充実に活かせるよう「安定的な収支構造」を確立





◆第１期（平成１８～２２年度）期間中


≪医療サービスの向上と収支改善の両面に成果≫


○不良債務解消の目標達成に目途


平成２１年度決算で２８．５億円の黒字確保（不良債務残高は２．５億円まで減少）


≫　第１期の最大目標である不良債務解消（６５．７億円）の達成に目途


○府の医療施策の実施機関として担うべき医療を着実に実施





第２期中期目標（素案）の構成











第３　業務運営の改善及び効率化に関する事項





第１　第２期中期目標の期間








○平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの５年間








１　自律性・機動性の高い組織体制の確立（組織マネジメントの強化）	【Point4】


○事務部門等の専門性の向上のため、職員のプロパー化を推進


○自律的な組織体制を確立するため、府と連携し非公務員型法人への移行を図る


○診療科の再編や医療スタッフの配置を弾力的に実施





２　経営基盤の安定化								【Point5】


○中期目標等を着実に達成できるよう、ＰＤＣＡサイクルによる目標管理を徹底


○医業収益などの収入確保について、数値目標を設定して努める


○人件費や材料費などの費用抑制について、数値目標を設定して努める








第２　府民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項








１　高度専門医療の提供及び医療水準の向上


○各病院の特性に応じて府の医療施策の実施機関としての役割を発揮	【Point3】


・法令改正や施策動向を踏まえ新たに取組むべき医療施策に対応


○診療機能を充実し、数値目標を設定


○優秀な医療人材の確保・育成						【Point2】


・教育研修機能の充実、キャリアパスづくり


・働きやすい環境づくり、魅力ある病院づくり


○医療機器更新及び施設改修の計画的推進					【Point1】


・診療機能の充実、医療安全性の向上、患者・府民の満足度向上をめざす


○地域の医療機関との連携など、地域医療に貢献


○医療安全対策の徹底、院内感染防止対策の確実な実施


○クリニカルパスを活用した質の高い医療の提供





２　患者・府民の満足度向上


○質の高い医療を提供するとともに、サービスを向上			【Point5】


　　・院内の快適性向上、患者のプライバシー確保


　　・外来診療の待ち時間短縮、受診時の負担感軽減　　








第４　財務内容の改善に関する事項








○経営改善の効果を診療機能の充実に活用し、安定的な経営基盤を確立


○施設・設備の投資にあたり将来の償還負担を考慮し長期的な経営を見通し


･･･【Point5】








第５　その他業務運営に関する重要事項











○精神医療センターについて、24年度中の開院を目指し再編整備を推進


○成人病センターについて、27年度の開院を目指し移転整備事業を推進


○母子保健総合医療センターの手術棟整備について、25年度中の竣工を目指し推進


･･･【Point１】
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